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●「馬頭烏山線」の運行開始
●叙勲・各種表彰
●県議会議員選挙のお知らせ
●まほろばの里スポーツクラブが誕生
●国民健康保険・国民年金の届け出
●３月は「自殺対策強化月間」です

２
４
５
６
７
８

　　　



広報なかがわ　平成23年３月10日 2

◇
運
行
開
始
日

　

４
月
５
日
（
火
）

※

運
行
初
日
の
４
月
５
日
は
、
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
の
午
前
８
時
40

分
出
発
便
、Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
の
午
前

10
時
20
分
出
発
便
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
運
行
開
始
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
運
行
経
路
及
び
運
行
時
刻

　

次
ペ
ー
ジ
を
参
照
（
切
り
離
し

て
お
使
い
く
だ
さ
い
）

　

３
月
末
日
で
廃
止
と
な
る
Ｊ
Ｒ
バ
ス
「
常
野
線
」
の
代
替
バ
ス
で
あ
る

那
珂
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
馬
頭
烏
山
線
」
の
運
行
時
刻
な
ど
が
決

ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。◇

運
賃

　

初
乗
り
１
５
０
円
か
ら
上
限
５

０
０
円
ま
で
乗
車
距
離
に
応
じ
て

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
小
学
生
は
半
額
（
10
円

未
満
の
端
数
は
切
り
上
げ
）
で
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
（
就
学
児
以
上
）

と
同
伴
す
る
未
就
学
児
は
２
人
ま

で
無
料
で
す
。（
未
就
学
児
の
み

で
乗
車
す
る
場
合
は
運
賃
を
い
た

だ
き
ま
す
）

◇
回
数
券

①
１
０
０
０
円
綴
り
券

　
（
10
円
券×

14
枚
、
30
円
券×

　

12
枚
、
50
円
券×

12
枚
）

②
１
５
０
０
円
綴
り
券

　
（
１
５
０
円
券×

11
枚
）

③
２
０
０
０
円
綴
り
券

　
（
２
０
０
円
券×

11
枚
）

④
５
０
０
０
円
綴
り
券

　
（
５
０
０
円
券×

11
枚
）

◇
定
期
券

　

通
学
定
期
券
と
通
勤
定
期
券
の

２
種
類
で
す
。
金
額
は
、
利
用
区

間
と
期
間
に
よ
り
算
出
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

か
ら
Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
ま
で
乗
車
（
片

道
運
賃
５
０
０
円
）
の
場
合

①
通
学
定
期
券（
小
学
生
は
半
額
）

１
ヶ
月
定
期…

１
万
５
０
０
０
円

３
ヶ
月
定
期…

４
万
２
７
５
０
円

６
ヶ
月
定
期…

８
万
１
０
０
０
円

②
通
勤
定
期
券

１
ヶ
月
定
期…

１
万
７
５
０
０
円

３
ヶ
月
定
期…

４
万
９
８
８
０
円

６
ヶ
月
定
期…

９
万
４
５
０
０
円

◇
回
数
券
及
び
定
期
券
販
売
所

那
珂
川
町
役
場
総
務
課

薄
井
前
売
所
（
高
田
屋
）

那
須
烏
山
市
役
所
総
務
課

東
野
観
光
㈱
烏
山
営
業
所

※

回
数
券
に
限
り
、
バ
ス
車
内
で

も
販
売
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
消
防
交
通
係

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
１

　

現
在
の
指
定
乗
降
場
所
の
ほ
か
、

４
月
１
日
か
ら
、
新
た
に
町
内
の

各
歯
科
医
院
及
び
新
町
（
東
野
交

通
新
町
バ
ス
停
：
や
ま
だ
薬
局

前
）
を
乗
降
所
に
指
定
し
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、
乗
り

合
い
で
運
行
し
て
い
ま
す
。
利
用

者
の
自
宅
及
び
指
定
乗
降
場
所
以

外
に
は
停
車
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

乗
車
予
約
及
び
問
い
合
わ
せ
先

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
予
約
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
７―

９
２―

７
４
４
７

　

長
い
間
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
足

と
し
て
運
行
し
て
き
た
「
町
営
バ

ス
」
及
び
「
に
こ
に
こ
バ
ス
」
は
、

３
月
末
日
を
も
っ
て
運
行
が
終
了

と
な
り
ま
す
。（
最
終
日
の
運
行

は
、「
町
営
バ
ス
」
が
午
前
中
の
み

運
行
、「
に
こ
に
こ
バ
ス
」
は
通
常

運
行
と
な
り
ま
す
）

　

４
月
か
ら
は
、
町
内
の
移
動
は

「
な
か
ち
ゃ
ん
号
」
で
、
ま
た
、
町

外
へ
の
移
動
は
、
那
珂
川
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
馬
頭
烏
山

線
」（
Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
行
き
）
及
び
東

野
交
通
（
東
武
宇
都
宮
行
き
及
び

Ｊ
Ｒ
西
那
須
野
駅
行
き
）
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
町
営
バ
ス
」
及
び
「
に

こ
に
こ
バ
ス
」
の
回
数
券
の
払
い

戻
し
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
３
月
中

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
手
続
き
の
方
法
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ

総
務
課
消
防
交
通
係

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
１

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

「
な
か
ち
ゃ
ん
号
」
が

ま
す
ま
す
便
利
に
な
り
ま
す

　

な
か
ち
ゃ
ん
号
を
使
う
場

合
は
事
前
に
利
用
者
登
録
が

必
要
で
す
。

　

登
録
は
総
務
課
と
総
合
窓

口
課
で
で
き
ま
す
。

町
営
バ
ス
及
び

に
こ
に
こ
バ
ス
の

運
行
が
終
了
し
ま
す
。

馬頭烏山線は現在のにこにこバスの
車体を使う予定です

４
月
５
日
（
火
）
か
ら

「
馬
頭
烏
山
線
」の
運
行
を
開
始
し
ま
す

那
珂
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
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馬頭中学校卒業生馬頭中学校卒業生

谷浅見

七　合

那須吉田

小川原

小川仲町

辻　町

山村開発センター

那珂川町役場

南　

町

田　

町

下
田
町

三
枚
畑

川
崎
口

都　

橋

北
向
田

道
の
駅

ば
と
う

高　

田

城
山
下

並　

木

白　

久

上
大
桶

竜
の
口

大　

桶

下
大
桶

広
域
セ
ン
タ
ー
前

上
谷
浅
見

諏
訪
坂

JR烏山駅
金
井
町

旧
烏
山
女
子
高
前

烏
山
仲
町

上
仲
町

泉　

町

那
須
南
病
院
前

滝
田
本
郷

烏
山
高
校
前

那
須
谷
田

変
電
所
前

富
士
山
苑

滝　

田

中
山
口

神　

田

栄　

町

山村開発センター
田　町
川崎口
道の駅ばとう
小川仲町
小川原
那須谷田
上大桶
下大桶
谷浅見
滝　田
烏山高校前
那須南病院前
ＪＲ烏山駅

6:40
6:42
6:45
6:48
6:50
6:54
6:57
7:00
7:03
7:05
7:08
7:12
7:13
7:17

7:20
7:22
7:25
7:28
7:30
7:34
7:37
7:40
7:43
7:45
7:48
7:52
7:53
7:57

8:40
8:42
8:45
8:48
8:50
8:54
8:57
9:00
9:03
9:05
9:08
9:12
9:13
9:17

10:10
10:13
10:15
10:18
10:20
10:24
10:27
10:30
10:33
10:35
10:38
10:42
10:43
10:47

13:00
13:02
13:05
13:08
13:10
13:13
13:16
13:19
13:22
13:24
13:27
13:31
13:32
13:36

15:40
15:42
15:45
15:48
15:50
15:53
15:56
15:59
16:02
16:04
16:07
16:11
16:12
16:16

17:40
17:42
17:45
17:48
17:50
17:53
17:56
17:59
18:02
18:04
18:07
18:11
18:12
18:16

18:30
18:32
18:35
18:38
18:40
18:43
18:46
18:49
18:52
18:54
18:57
19:01
19:02
19:06

■ 運行経路（山村開発センター⇔JR烏山駅）

■ 運行時刻
【山村開発センター発 → JR烏山駅】

主な停留所 ○ ○ ○

ＪＲ烏山駅
那須南病院前
烏山高校前
滝　田
谷浅見
下大桶
上大桶
那須谷田
小川原
小川仲町
道の駅ばとう
川崎口
田　町
山村開発センター

7:30
7:34
7:35
7:39
7:42
7:44
7:47
7:50
7:53
7:57
7:59
8:02
8:05
8:07

8:10
8:14
8:15
8:19
8:22
8:24
8:27
8:30
8:33
8:37
8:39
8:42
8:45
8:47

10:20
10:24
10:25
10:29
10:32
10:34
10:37
10:40
10:43
10:47
10:49
10:52
10:55
10:57

13:20
13:24
13:25
13:29
13:32
13:34
13:37
13:40
13:43
13:47
13:49
13:52
13:55
13:57

15:30
15:34
15:35
15:39
15:42
15:44
15:47
15:50
15:53
15:57
15:59
16:02
16:05
16:07

17:20
17:24
17:25
17:29
17:32
17:34
17:37
17:40
17:43
17:47
17:49
17:52
17:55
17:57

18:20
18:24
18:25
18:29
18:32
18:34
18:37
18:40
18:43
18:47
18:49
18:52
18:55
18:57

19:15
19:19
19:20
19:24
19:27
19:29
19:32
19:35
19:38
19:42
19:44
19:47
19:50
19:52

【ＪＲ烏山駅発 → 山村開発センター】
主な停留所 ○○ ○ ○

※土・日・祝日は○印の便のみ運行

※土・日・祝日は○印の便のみ運行
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平
成
22
年
２
月
に
実
施
さ
れ
た

農
林
水
産
省
所
管
の
２
０
１
０
年

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
調
査
員

を
顕
著
に
務
め
た
功
績
で
谷
田
廣

一
さ
ん
（
小
口
）
が
、
農
林
水
産

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
10
日
、
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
48
回
栃
木

県
統
計
大
会
に
お
い
て
、
統
計
調

査
員
に
従
事
さ
れ
た
永
年
の
功
績

に
よ
り
、
岸
充
男
さ
ん
（
片
平
）

が
県
統
計
協
会
名
誉
会
長
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
１
月
に
満
88
歳
の
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
元
小
川
町
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
長
の
青
柳
良
英
氏
（
三
輪
）
に
、
選
挙
功
労
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
旭
日
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
柳
氏
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
の
ほ
か
、
教
誨
師
や
保
護

司
、
行
政
相
談
委
員
な
ど

に
も
長
年
に
わ
た
り
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
長
年
の
実
績

が
認
め
ら
れ
、
受
章
さ
れ

た
も
の
で
す
。
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

青
柳
良
英
氏
に
旭
日
双
光
章

農
林
水
産
大
臣
表
彰

　

２
月
10
日
、
栃
木
県
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー
に
て
、
栃
木
県
ア
グ
リ

ラ
イ
フ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
１

が
開
催
さ
れ
、
当
町
の
農
村
生
活

研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
が
「
地
域
特
産
物
を
食
卓

へ
」
と
題
し
、
地
域
特
産
物
の

「
イ
ノ
シ
シ
肉
」
と
「
マ
コ
モ
タ

ケ
」
を
使
っ
て
手
軽
に
作
れ
る
メ

ニ
ュ
ー
開
発
の
研
究
成
果
を
発
表

し
、
見
事
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

栃
木
県
ア
グ
リ
ラ
イ
フ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

　

２
月
20
日
、
町
総
合
体
育
館
で

第
18
回
栃
木
県
少
年
ミ
ニ
サ
ッ

カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
、
当
町
の
Ｊ
Ｆ
Ｃ　

Ｒ
ｉ
ｖ
ｏ

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

農
産
物
等
の
商
標
権
を
積
極
的

に
活
用
し
、
地
域
の
農
業
振
興
と

活
性
化
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
当

町
の
「
八
溝
し
し
ま
る
」
が
栃
木

県
農
産
物
知
的
財
産
功
績
者
表
彰

を
受
賞
、
２
月
２
日
に
県
公
館
で

福
田
富
一
県
知
事
よ
り
、
大
金
伊

一
町
長
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

『
八
溝
し
し
ま
る
』
が

農
産
物
知
的
財
産
功
績
者
表
彰

Ｊ
Ｆ
Ｃ　

Ｒ
ｉ
ｖ
ｏ

県
少
年
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
で
優
勝

栃
木
県
統
計
協
会

名
誉
会
長
表
彰

　

本
年
１
月
に
満
88
歳
の
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
元
大
山
田
小
学
校
長

の
橋
本
榮
氏
（
大
山
田
下
郷
）
に
、
長
年
の
教
育
行
政
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
瑞
宝
双
光
章
が
綬
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

橋
本
氏
は
、
戦
後
、
大
内
小
学
校
教
諭
に
復
職
、
旧
馬
頭
町
立
大

山
田
小
学
校
長
の
職
を

退
く
ま
で
当
町
の
初
等

教
育
に
尽
力
し
、
旧
馬
頭

町
教
育
委
員
、
人
権
擁
護

委
員
な
ど
を
務
め
、
こ
れ

ら
長
年
の
実
績
が
認
め

ら
れ
、
受
章
さ
れ
た
も
の

で
す
。
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

橋
本
榮
氏
に
瑞
宝
双
光
章

谷田　廣一 氏岸　充男 氏

き
ょ
う
か
い
し
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栃木県議会議員選挙

投票所入場券が変わります

投　票　日　　平成23年４月10日（日）
告　示　日　　平成23年４月１日（金）
期日前投票　　平成23年４月２日（土）～平成23年４月９日（土）　午前８時30分～午後８時
　　　　　　　・山村開発センター（馬頭期日前投票所）
　　　　　　　・小川健康管理センター（小川期日前投票所）

　今まで封書で送付していた投票所入場券について、今回の栃木県議会議員選挙より「はがき型」に変更となり
ますので、次の点にご注意ください。
・はがき１通につき、２名分の入場券になります。（圧着式ですので、はがして使用してください）
・３名以上の世帯には２通以上のはがきが送付されます。（５人世帯の場合は３通送付されます）
・投票の際には、１枚ずつ切り離して、必ずご自分の入場券をお持ちください。
・投票所入場券が届きましたら、早めに中身をご確認ください。

　栃木県議会議員選挙は、来る４月10日に投票が行われますが、
平成22年12月以降に那珂川町に転入された方は、次のことに注
意してください。
１　平成22年12月31日までに那珂川町に転入届をされた方
　　那珂川町において、栃木県議会議員選挙(那須烏山市・那珂
　川町選挙区)の投票をすることができます。
２　平成23年１月１日以降に栃木県内の他の市町から那珂川町
　に転入し、転入届をされた方
　　 「引き続き栃木県の区域内に住所を有する旨の証明書※」
　を提出することにより、前住所地の市町で、その市町の属す
　る選挙区の栃木県議会議員選挙の投票をすることができます。
　※「引き続き栃木県の区域内に住所を有する旨の証明書」について
　・役場担当窓口で発行（無料）しますので、この証明書を前住所地の投票所の受付に提出してください。
　・期日前投票を行う場合や投票用紙等の請求の手続きをする場合にもこの証明書が必要となります。
３　平成23年１月１日以降に栃木県外の市区町村から那珂川町に転入し、転入届をされた方
　　栃木県議会議員選挙のほか、旧住所地の都道府県議会議員選挙についても投票することができません。
　詳しくは、那珂川町選挙管理委員会（☎0287－92－1111）までお問い合わせください。

栃木県議会議員選挙における転入者の投票

料金後納
郵　便

郵　便　は　が　き

平成23年４月10日執行

栃木県議会議員選挙投票所入場券
〒324-0692 栃木県那須郡那珂川町馬頭409番地

電話 0287（92）1111
那珂川町選挙管理委員会

入場券は中にあります。裏面のご案内もお読みください。
ここから開封し、切り離して持参してください。 ▼ ▼ ▼ ▼

（選挙人氏名）
（選挙人氏名）

様
様

栃木県議会議員選挙投票所入場券
選　挙　人　名　簿　番　号

頁 番

住　　　 所

氏　　　 名

あ　  な　  た　  の　  投　  票　  所

投　票　の　日　時

平成　　年　　月　　日（日）
午前７時から
午後８時まで

投 票 区

様
性  別 性  別

到　  着　  番　  号

１　投票日には、本券を投票所に持参してください。
２　本券を紛失、又は忘れた場合は、投票所で係員
　に申し出てください。
３　投票当日投票資格のない人は、入場券があって
　も投票できません。

平成23年４月１日
那珂川町選挙管理委員会

栃木県議会議員選挙投票所入場券
選　挙　人　名　簿　番　号

頁 番

住　　　 所

氏　　　 名

あ　  な　  た　  の　  投　  票　  所

投　票　の　日　時

平成　　年　　月　　日（日）
午前７時から
午後８時まで

投 票 区

様

到　  着　  番　  号

１　投票日には、本券を投票所に持参してください。
２　本券を紛失、又は忘れた場合は、投票所で係員
　に申し出てください。
３　投票当日投票資格のない人は、入場券があって
　も投票できません。

平成23年４月１日
那珂川町選挙管理委員会

324-0092
那珂川町
馬頭４０９番地

那珂川　太郎
那珂川　花子

那珂川　太郎　　　　　　様方

○○

○

23 ４ 10

○　○　○　○

那珂川町
馬頭４０９番地

那珂川　太郎 男

○○ ○○

○

23 ４ 10

○　○　○　○

那珂川町
馬頭４０９番地

那珂川　花子 女

○○

選　挙

ゆっくりと
はがして
広げてください

切り離して
ご自分の入場券を持って
投票所へ来てください

栃木県議会議員選挙投票所入場券
選　挙　人　名　簿　番　号

頁 番

住　　　 所

氏　　　 名

あ　  な　  た　  の　  投　  票　  所

投　票　の　日　時

平成　　年　　月　　日（日）
午前７時から
午後８時まで

投 票 区

様
性  別 性  別

到　  着　  番　  号

１　投票日には、本券を投票所に持参してください。
２　本券を紛失、又は忘れた場合は、投票所で係員
　に申し出てください。
３　投票当日投票資格のない人は、入場券があって
　も投票できません。

平成23年４月１日
那珂川町選挙管理委員会

栃木県議会議員選挙投票所入場券
選　挙　人　名　簿　番　号

頁 番

住　　　 所

氏　　　 名

あ　  な　  た　  の　  投　  票　  所

投　票　の　日　時

平成　　年　　月　　日（日）
午前７時から
午後８時まで

投 票 区

様

到　  着　  番　  号

１　投票日には、本券を投票所に持参してください。
２　本券を紛失、又は忘れた場合は、投票所で係員
　に申し出てください。
３　投票当日投票資格のない人は、入場券があって
　も投票できません。

平成23年４月１日
那珂川町選挙管理委員会

○○

○

23 ４ 10

○　○　○　○

那珂川町
馬頭４０９番地

那珂川　太郎 男

○○ ○○

○

23 ４ 10

○　○　○　○

那珂川町
馬頭４０９番地

那珂川　花子 女

○○
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い
る
こ
と
、
地
域
の
サ
ー
ク
ル
や

チ
ー
ム
の
多
く
は
メ
ン
バ
ー
が
固

定
さ
れ
て
お
り
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
な
ど
、
必
ず
し
も
地
域

住
民
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

楽
し
め
る
環
境
に
は
な
っ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

◇
こ
れ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

の
か
た
ち

　
「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
」
と
は
、
あ
る
特
定
の
種
目
だ

け
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
種
目

で
レ
ベ
ル
や
興
味
に
応
じ
て
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
選
べ
る
よ
う
に
構
成
さ

れ
、
住
民
の
主
体
的
な
運
営
に
よ

り
す
べ
て
の
世
代
の
人
が
近
隣
の

学
校
や
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
を

活
用
し
な
が
ら
、
生
涯
を
通
し
て

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
て
活
動
す
る
も
の
で

す
。

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

は
、
全
国
で
２
，
６
６
４
ク
ラ
ブ
、

そ
の
内
栃
木
県
内
で
は
42
ク
ラ
ブ

が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。（
平
成

22
年
７
月
１
日
現
在
）

◇
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
現
状

　

ス
ポ
ー
ツ
と
は
本
来
、
性
別
や

障
害
の
有
無
な
ど
に
関
係
な
く
、

す
べ
て
の
人
が
自
由
に
楽
し
め
る

も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
も
、

だ
れ
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る

環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
、
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
子
と
し
な
い
子
の
二
極
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
、
少
子
化
に

伴
っ
て
各
学
校
単
位
で
チ
ー
ム
を

結
成
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

◇
那
珂
川
町
の
新
た
な
取
り
組
み

　

新
し
い
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
し
く

み
と
し
て
誕
生
し
た
『
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
〝
ま
ほ
ろ
ば

の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
〞
』
の
設

立
総
会
が
２
月
26
日
、
小
川
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
共
生
館

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
で
は
、
設
立
準
備
委

員
会
の
川
上
幸
男
会
長
か
ら
「
か

ら
だ
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
仲
間

や
指
導
者
と
共
に
楽
し
く
ス
ポ
ー

ツ
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、
こ

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
健
康
づ
く
り

に
役
立
ち
、
た
く
さ
ん
の
人
と
知

り
合
い
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
親

し
い
関
係
を
築
き
ま
し
ょ
う
」
と

設
立
趣
旨
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
を
代
表
し
て
大
金

伊
一
町
長
、
川
上
要
一
町
議
会
議

長
、
橋
本
健
一
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
お
祝
い
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
終
了
後
は
、
白
鷗
大

学
教
育
学
部
の
藤
井
和
彦
先
生
に

よ
る
『
地
域
に
根
づ
く
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
可
能
性
』

と
題
し
た
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
、

会
員
の
皆
さ
ん
が
熱
心
に
聴
講
し

て
い
ま
し
た
。

　

〝
ま
ほ
ろ
ば
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
〞
は
、
平
成
20
年
度
に
県
教

育
委
員
会
と
県
体
育
協
会
が
合
同

で
那
珂
川
町
を
訪
問
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
町
体
育
指
導

委
員
や
町
体
育
協
会
関
係
者
等
が

設
立
検
討
会
を
開
き
、
設
立
に
向

け
て
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
21
年
度
に
は
設
立
準
備
委
員
会

が
、
平
成
22
年
度
に
は
運
営
委
員

会
が
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
、
基
本

理
念
、
規
約
、
事
業
計
画
、
予
算

等
が
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
、
卓
球
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
、

３
Ｂ
体
操
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
５

種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
ス
ポ
ー

ツ
交
流
会
や
研
修
会
等
を
開
催
す

る
こ
と
に
よ
り
会
員
を
募
集
し
、

親
睦
も
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

〝
ま
ほ
ろ
ば
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
〞
は
設
立
し
た
ば
か
り
で
ま

だ
ま
だ
多
種
目
と
は
い
え
ま
せ
ん

が
、
新
年
度
は
新
た
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
教
室
と
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教

室
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
、
楽
し

み
な
が
ら
多
種
目
・
多
世
代
型
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
目
指
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

〝
ま
ほ
ろ
ば
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
〞
で
は
、
会
員
を
募
集
中
で

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
０
２
８
７―

９
６―

２
１
１
６

〜 
だ
れ
も
が　

い
つ
で
も　

ど
こ
で
も

　
　
　
　
　

い
つ
ま
で
も　

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る 

〜

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

〝
ま
ほ
ろ
ば
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
〞が
誕
生



7 広報なかがわ　平成23年３月10日

国民健康保険・国民年金 こんな時には役場に届出が必要です！

～平成23年度国民健康保険保健事業のお知らせ～

人間（脳）ドック助成
「協会けんぽ」の保険料率が変わりました

　春は学校の卒業・入学、会社の年度末・新年度と重
なり、異動の多い季節です。異動に伴い、加入してい
る健康保険や年金が変わる場合がありますので、脱
退・加入の手続きを忘れないようにしましょう。

　生活習慣病等の早期発見に、人間ドック、
脳ドックの費用の一部を助成いたします。
対　象 ・35歳以上の国民健康保険の加入者
　　　・保険税の滞納のない世帯
　　　・町の健康診断を受けていない方
助成額　費用の７割分（上限３万円）
内　容　人間ドック、脳ドックどちらか一方
　　　を利用することができます。宿泊での
　　　人間ドックも可能です。
定　員　230名
　※枠には限りがありますので、ドックを受
　　けるのが遅い時期であっても、申し込み
　　はお早めにお願いします。
受付開始　平成23年４月１日から
　※対象となる医療機関、料金等詳細につい
　　ては、お問い合わせください。

申し込み・問い合わせ
　住民生活課　　　　  ☎0287－92－1112
　小川庁舎総合窓口課  ☎0287－96－2111

　中小企業等で働く方やそのご家族が加入している健
康保険「協会けんぽ」では、財政状況が依然として厳
しく、現在抱えている累積債務も着実に解消する必要
があることから、平成23年３月分（４月納付分）より
「協会けんぽ」の健康保険料率が、全国平均で9.34％
から9.50％へ引き上がりました。
栃木支部は　　 現行　 　 平成23年３月分～
健康保険料率　9.32％ → 9.47％（全国比▲0.03％）
※40歳から64歳までの方は、介護保険料率が加わり
　ます。
介護保険料率※ 1.50％ → 1.51％（全国一律）
　　　　　　　　　　　　　　　　　に上がります。
◆月収28万円の場合の増加額
　・健康保険料：労使で月額約420円増
　・介護保険料：労使で月額約 28 円増

◎より詳しい内容は
http://www.kyoukaikenpo.or.jp/でご確認ください。

問い合わせ　全国健康保険協会栃木支部(協会けんぽ)
　　　　　　☎028－616－1691

問い合わせ
　住民生活課保険年金係　　　☎0287－92－1112
　小川庁舎総合窓口課町民係　☎0287－96－2111

国保に加入・脱退するとき

他の市町村から転入したとき

他の市町村へ転出するとき

社会保険などに入ったとき

社会保険などをやめたとき

子供が生まれたとき

死亡したとき

転出証明書、印鑑

国保の保険証、印鑑

国保と社保の保険証、印鑑

資格喪失証明書、印鑑、
年金受給者は年金証書

母子健康手帳、保険証、印鑑

国保の保険証、印鑑

国民年金加入届、印鑑

年金手帳、資格喪失証明書

印鑑、（離職による場合は、
雇用保険受給者証または、
雇用保険離職票等）

印鑑、年金手帳、学生証
または在学証明書

20歳になったとき

社会保険などをやめたとき

収入が少なく免除したいとき

学生で納付特例したいとき

役場にもっていくもの 国民年金に加入・脱退するとき 役場にもっていくもの

※世帯に国保加入者がいる場合の転入、転出、転居、世帯合併、世帯分離、世帯主変更などの
　住民異動届に伴う異動の際にも、国保の保険証を持参してください。
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軽
症
の
う
つ
病
の
場
合
、
ほ
か

に
は
っ
き
り
し
た
症
状
が
な
く
、

睡
眠
障
害
だ
け
が
目
立
っ
た
症
状

と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
朝
早
く
目
が
覚
め
て
し

ま
っ
た
り
、
夜
中
に
何
度
も
目
が

覚
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

《
電
話
・
来
所
相
談
》

栃
木
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８―

６
７
３―

８
７
８
５

栃
木
県
烏
山
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
７―

８
２―

２
２
３
１

那
珂
川
町
健
康
福
祉
課

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
９

《
電
話
相
談
》

『
こ
こ
ろ
の
ダ
イ
ヤ
ル
』

☎
０
２
８―

６
７
３―

８
３
４
１

○
月
曜
日
（
午
後
１
時
〜
４
時
）

○
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
午
前
９

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
）

※

祝
祭
日
は
除
く

※

第
２
・
第
４
水
曜
日
の
午
前
９

時
30
分
〜
11
時
30
分
は
、
原
則
と

し
て
精
神
科
医
師
が
応
対
し
ま
す
。

『
栃
木
い
の
ち
の
電
話
』

☎
０
２
８―

６
４
３―

７
８
３
０

○
年
中
無
休
24
時
間
受
付

　

気
分
の
落
ち
込
み
、
不
眠
等
は

こ
こ
ろ
の
病
気
の
サ
イ
ン
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
早
め
に
サ
イ
ン
を

キ
ャ
ッ
チ
し
、
相
談
や
受
診
に
よ

り
う
つ
病
や
自
殺
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

　

追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
人
は
自

ら
の
苦
し
さ
を
「
死
に
た
い
」
な

ど
自
殺
願
望
の
表
現
や
別
れ
の
準

備
、
態
度
の
変
化
、
自
傷
行
為
な

ど
、
周
囲
の
人
に
言
葉
や
行
動
で

訴
え
て
い
ま
す
。

う
つ
病
か
も…

自
殺
が
心
配…

と

思
っ
た
ら
、
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

３
月
は『
自
殺
対
策
強
化
月
間
』で
す

平成 22年
県内自殺者数

　

毎
年
、
全
国
で
３
万
人
、
栃
木
県
で
は
５
０
０
人
を
超
え
る
方
が
自
殺
に
よ
っ
て

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
８
割
の
方
は
、
う
つ
病
を
は
じ
め
と
す
る
こ
こ
ろ

の
病
気
に
か
か
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

春
は
進
学
や
就
職
、
転
勤
な
ど
環
境
の
変
化
が
原
因
と
な
り
こ
こ
ろ
の
調
子
を
崩

し
や
す
い
時
期
で
す
。
統
計
に
よ
る
と
、
特
に
３
月
は
１
年
間
で
最
も
自
殺
者
が
多

い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

574人

　「はい」の数が多いほど「うつ病」の可能性が高いと考えられます。ただし、「はい」
がいくつ以上あるから病気で、いくつ以下なら健康ということではありません。
　①から⑤が朝の調子、⑥から⑩が職場での調子、⑪から⑮が家庭での調子、⑯から
⑱が体の調子に関する質問です。

あなたの「うつ度」をセルフチェックしてみましょう。
○＝はい　　　×＝いいえ　　　　△＝どちらともいえない

○ × △
①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

いつもより早く目が覚める

朝起きた時、陰気な気分がする

朝いつものように新聞、テレビを見る気がならない

服装や身だしなみにいつものように関心がわかない

仕事にとりかかる気になかなかなれない

仕事にとりかかっても根気が続かない

決断がなかなかつかない

いつものように気軽に人に会うことができない

何となく不安でいらいらすることがよくある

これから先やっていく自信がない

「いっそこの世から消えたい」と思うことが最近はよくある

テレビがいつものように面白くない

さびしくて誰かそばにいて欲しいと思うことが最近よくある

涙ぐむことが多い

夕方になると気持ちが楽になる

頭が重かったり痛んだりする

性欲が最近は落ちている

食欲も最近は落ちている
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　平成２１年の農地法の改正により標準小作料が廃止となりましたので、農地の貸借をする際に
賃借料をどのぐらいの額が適当であるか判断するための情報として、平成２２年１月～１２月まで
に締結された賃借料（１０a当たり）については次のとおりです。

平成23年度　那珂川町農作業労働標準賃金表

5,250
4,200
3,150
4,200
53
683

6,300

6,300
14,700
1,050
6,300
525
315

1,890

1,050
3,675
1,050
13,650
3,675
2,100
3,150
8,400
7,000
1,575
2,100
1,050
2,100
250

1,500
2,000
20,000
8,750
750

那珂川町農地の
賃借料情報

田の部

作　業　種　別 単 位 金  額 （円） 備　　　　　　　　　　考

畑の部

耕起

稲刈

播種

鋤・パワーディスク 麦・大豆・そば共通

種子含・運搬代１箱74円

結束縄委託者持ち（よせ刈別）
よせ刈別、倒伏50％以上5,250円増 ・わら結束3,150円増
圃場から乾燥施設  ４Km以内

乾燥調製水分18％以上１％につき21円加算

種子代別
種子代別

種子代別

８時間（時間給については、作業程度により決定してください）
粒・粉・液剤薬品は委託者持ち
堆肥代別
１回散布
輸送距離２km以上
45㎝×40㎝×80㎝基準・運搬別料金
1.2ｍ標準　運搬別料金、ロールラッピングは別料金
ディスクモアーによる
コーンハーベスターによる
バイブロドレーナーによる
稲わら・牧草

よせ刈り雇主側、刈取・脱穀・籾運搬・乾燥調製・計量袋詰
倒伏条件、 一方刈取時1袋210円加算、湿田は相互協議
 籾水分23％以上は１％につき21円加算、くず米同額

苗運搬別、補植委託者
側条施肥田植 10ａ　7,350円

10ａ
10ａ
10ａ
10ａ

10ａ

10ａ
10ａ
10ａ
10ａ

10ａ
10ａ
10ａ
10ａ
10ａ
10ａ
10ａ
10ａ

10ａ

10ａ
10ａ

10ａ
10ａ
10ａ

１人

１回
１梱包
１梱包

30㎏
30㎏

30㎏

１m
１箱

バ イ ン ダ ー
コ ン バ イ ン

全　面　バ　ラ
ド　　リ　　ル

施肥 マニュアスプレッダー
ブロードキャスター

ロ ー タ リ ー

植　　　　　　　　　代
畦　　　　ぬ　　　　り

籾　　　　運　　　　搬
脱　　　　　　　　　穀
乾　　　　　　　　　燥
調　　　　　　　　　製

麦　　　　　　　　　踏
刈　　　　　　　　　取
播　　　　　　　　　種
中　　　　　　　　　耕
倍　　　　　　　　　土
刈　　取　・　脱　　穀
一　 　般　 　作　 　業
薬 　　剤　　 散　　 布

作  業  機  械  輸  送  費
ヘ　イ　ベ　イ　ラ　ー
ロ  ー  ル  ベ  ー  ラ  ー

牧　　 草　 　刈　 　り

心　　 土　　 破　　 砕
反　　 転　　 作　　 業

収　穫　一　貫　作　業

育　　　　　　　　　苗

田　　　　　　　　　植
水　
　
　
　
　
　
　

稲

麦

大
豆
・
そ
ば

共　
　

通

参　

考　

料　

金

荒　　　　　　　　　代

（注） この農作業労働標準賃金表を基準に、受託者及び委託者が話し合い決定してください。
　　 また、圃場が未整備地区については、20％の割り増しが基準となります。
　　 機械燃料については、すべての作業で受託者負担になります。

参考：物納の場合、米30㎏当たり5,000円
　　　で換算し算出しています。

注意：賃借料については、情報を参考に圃
　　　場条件を考慮し、貸し主・借り主で
　　　決めてください。

那珂川町全域
平 均 額
10,600円 24,000円 1,000円 356筆

9,100円 15,000円 1,000円 19筆

最 高 額 最 低 額 集計の筆数

平 均 額 最 高 額 最 低 額 集計の筆数
那珂川町全域

【問い合わせ】  那珂川町農業委員会　☎０２８７－９２－１１８５
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転
倒
予
防

　

  
「
高
齢
者
の
運
動
」

1.

2.

3.

　

暖
か
な
季
節
を
迎
え
、
体
が
軽

く
心
も
ウ
キ
ウ
キ
し
て
き
ま
す
ね
。

　

今
回
は
、
高
齢
者
の
運
動
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

軽
い
運
動
か
ら
始
め
ま
し
よ
う

　

日
常
生
活
の
中
に
軽
い
運
動
を

取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
体

は
丈
夫
に
な
り
、
足
・
腰
・
腹
部

の
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
、
歩
行
能
力

が
改
善
さ
れ
、
転
倒
予
防
に
繋
が

り
ま
す
。

　

高
齢
者
は
、
無
理
せ
ず
、
年
齢

や
体
力
に
応
じ
て
日
常
的
な
運
動

を
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今

回
は
基
本
的
な
体
操
を
い
く
つ
か

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

脳
を
目
覚
め
さ
せ
る
指
の
体
操　

★
１
〜
10
ま
で
数
え
な
が
ら
指
を

曲
げ
伸
ば
す

 

★
指
の
曲
げ
伸
ば
し
10×

３
回

　

 

★
掌
に
親
指
を
入
れ
た
り
出
し
た

り
し
て
グ
ー
パ
ー
10×

３
回

 
★
左
右
交
互
に
親
指
を
入
れ
た
り

出
し
た
り
グ
ー
パ
ー
10×

３
回

 

★
両
掌
を
合
わ
せ
た
り
、
指
を
反

ら
す
体
操
も
脳
を
活
性
化
さ
せ
て

く
れ
ま
す

肩
こ
り
予
防
に
効
果
的
な
体
操

★
首
を
左
右
、
前
後
、
回
す
を
５

〜
10
回
、
ゆ
っ
く
り
行
う

★
肩
の
上
げ
下
げ
、
肩
を
上
げ
胸

を
張
っ
て
下
す
を
10×

３
回

★
肘
を
反
対
の
手
で
押
す
を
交
互

に
５
回
ず
つ

 

★
背
伸
び
を
し
て
息
を
吐
き
な
が

ら
両
腕
を
下
す
５
回

足
の
筋
力
ア
ッ
プ
体
操

★
足
首
の
曲
げ
伸
ば
し
10
回×

３

★
片
足
を
上
げ
て
足
首
の
曲
げ
伸

ば
し
10×

３
回

  ★
足
を
前
後
ろ
に
開
い
て
足

の
平
に
体
重
を
か
け
る

 ※

以
上
の
体
操
は
、
一
つ
の
参
考

例
で
す
。
痛
み
の
あ
る
場
合
は
避

け
、
で
き
る
範
囲
で
試
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

子育て支援センター
センターは、０歳から就学前のお子さん、お母さん、
おうちの方の交流の場です。

： 月曜日～金曜日
　　　　　  9：00～12：00
　　　　　13：00～17：00

　お母さん同士お話をする中に、子育てのヒントに
なることがたくさんあるものです。些細なことでも
どんどんお話して、みんなで学びあいましょう。

４月13日（水）10：00～
お子さんと一緒に体を動かして遊んだり、ペープ
サートを見たり、楽しいことをいっぱいしましょ
う。　申し込み　４月11日まで

☎0287－96－5223

３月23日（水）10：00～
　１年間に出会ったお母さんやお子さん
たちと楽しかったこと、思い出に残った
ことなど、おしゃべりしたりゲームなど
をして楽しみましょう！

申し込みは
３月21日まで
（20組）
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２
月
８
日
、
馬
頭
広
重
美
術
館

視
聴
覚
研
修
室
に
て
、
第
６
回
那

珂
川
町
版
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
町
内
の
幼
稚
園
、

保
育
園
、
小
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
か
ら
出
展
さ
れ
た
８
８
５
点
の

作
品
の
中
か
ら
、
町
長
賞
な
ど
１

２
５
点
が
選
ば
れ
、
桑
野
正
光
教

育
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
主
な
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

○
町
長
賞

坂
田　

歩
未
（
小
川
南
小
６
年
）

○
教
育
長
賞

高
橋　
　

叶
（
大
山
田
保
育
園
）

小
滝　

雄
大
（
小
川
小
１
年
）

小
檜
山
隼
叶
（
小
川
小
１
年
）

菊
池
奈
津
美
（
馬
頭
西
小
３
年
）

関
谷　

香
凛
（
馬
頭
西
小
４
年
）

　１月23日（日）に、健武行政区が地域の方々に参加を呼び
かけ、健武集会所を会場に「認知症サポーター養成講座」が開
催されました。薄井区長さんのあいさつ後、講師の佐藤智子さ
ん（認知症ケア専門士）が、「認知症になってもみんなが暮ら
しやすい温かい地域をつくるためには、認知症サポーターは
どのようなことができるのか」の講話をしました。
　「忘れても大丈夫ですよ。そばにいつもいますよ。…と話しかけ不安な思いを受け止める心が大切です」「一番
苦しみ、不安や悲しみを感じているのは本人です。孤独にさせないでください」という話に参加した皆さんは熱
心に聞き入っていました。
★受講者の声
　・身近な問題なのでとても参考になりました。今後は介護している家族へ心のゆとりを持てる接し方ができる
　　ようお手伝いをしたいと思いました。
　・家族に高齢の両親がいますので、温かく見守って行けるよう心がけたいと思います。
　・認知症の方を隣近所や地域の人々で支えることの大切さを実感しました。

○
町
商
工
会
長
賞

笹
石　

翔
斗
（
わ
か
あ
ゆ
保
育
園
）

○
町
観
光
協
会
長
賞

平
塚　

蒼
基
（
馬
頭
東
小
５
年
）

○
広
重
賞

川
又　
　

蓮
（
小
川
幼
稚
園
）

磯　
　

優
子
（
小
川
小
２
年
）

伊
藤　

愛
美
（
薬
利
小
２
年
）

菊
地　
　

駿
（
馬
頭
東
小
３
年
）

佐
藤　
　

薫
（
馬
頭
東
小
４
年
）

笹
沼　

裕
希
（
馬
頭
西
小
４
年
）

小
森　

貴
弥
（
薬
利
小
４
年
）

末
吉　

菜
愛
（
馬
頭
西
小
５
年
）

田
代　

崇
文
（
馬
頭
東
小
６
年
）

菊
池　

優
輝
（
馬
頭
西
小
６
年
）

石
澤　

佑
香
（
馬
頭
中
３
年
）

檜
山　

健
太
（
小
川
中
３
年
）

第
６
回
那
珂
川
町
版
画
コ
ン
ク
ー
ル

認知症サポーター養成講座を開催しました
～健武行政区 35名の参加者が
　　　　熱心に聞き入っていました～

　町では、認知症サポーター養成講座の出前を行います。行政区や各種団体等でぜひ講座を開催しませんか。
ご希望の時間に合わせ、土日祝日でもお受けします。講師料は無料です。
　詳細については、地域包括支援センターまでお気軽にお問い合わせください。
　　　【問い合わせ】地域包括支援センター　☎0287－96－2161

認知症サポーター養成講座を開催しませんか？
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②
繰
り
返
し
使
う
（
リ
ユ
ー
ス
）

　

一
度
使
用
し
た
製
品
や
部
品
を

そ
の
ま
ま
の
形
で
再
び
使
用
す
る

こ
と
で
す
。

・
い
ら
な
く
な
っ
た
物
は
、
必
要

　

な
人
に
譲
っ
て
使
っ
て
も
ら
う
。

・
牛
乳
び
ん
や
ビ
ー
ル
び
ん
の
よ

　

う
に
お
店
で
回
収
し
、
再
利
用

　

で
き
る
製
品
を
購
入
す
る
。

③
再
生
利
用
す
る（
リ
サ
イ
ク
ル
）

　

使
用
済
み
製
品
や
生
産
工
程
か

ら
出
る
ご
み
な
ど
を
回
収
し
て
、

再
生
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
処

理
・
加
工
し
、
新
た
な
製
品
の
原

材
料
と
し
て
再
び
使
用
す
る
こ
と

で
す
。

・
家
庭
か
ら
出
た
資
源
ご
み
は
、

　

町
の
「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し

　

方
」
に
沿
っ
て
分
別
す
る
。

・
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
は
じ
め
と

　

す
る
エ
コ
マ
ー
ク
や
グ
リ
ー
ン

　

マ
ー
ク
な
ど
の
環
境
ラ
ベ
ル
が

　

付
い
て
い
る
環
境
に
や
さ
し
い

　

製
品
を
購
入
す
る
。

　

環
境
省
総
合
環
境
政
策
局
環
境
計
画
課

   

「
こ
ど
も
環
境
白
書
」
よ
り
引
用

これからのエコ社会

環境総合推進室
☎0287－92－1110

■
循
環
型
社
会
と
は
？

　

循
環
型
社
会
は
、
材
料
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
を
大
切
に
し
、
繰
り

返
し
使
う
社
会
の
こ
と
で
す
。
一

度
使
っ
た
物
を
そ
の
ま
ま
捨
て
て

し
ま
う
の
で
は
な
く
、
も
う
一
度

新
し
い
物
を
作
る
た
め
の
材
料
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

■
３
Ｒ
の
３
つ
の
行
動

①
ご
み
を
減
ら
す（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

　

ご
み
そ
の
も
の
を
出
さ
な
い
暮

ら
し
方
で
、
製
品
を
購
入
す
る
前

に
、
本
当
に
必
要
な
物
か
、
今
あ

る
も
の
で
代
用
で
き
な
い
か
な
ど
、

よ
く
考
え
て
か
ら
行
動
す
る
こ
と

で
す
。

・
エ
コ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
レ
ジ

袋
を
も
ら
わ
な
い
。

・
過
剰
包
装
を
辞
退
し
、
簡
易
包

装
の
製
品
を
購
入
す
る
。

・
こ
わ
れ
に
く
く
、
長
く
使
え
る

製
品
を
購
入
す
る
。

　

電
動
髭
剃
器
洗
浄
用
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ
を
ゴ
ミ
と
し
て
出
す
場

合
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
内
に
ア
ル

コ
ー
ル
等
が
残
っ
て
い
る
と
発
火

の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
製
品
取

扱
説
明
書
に
従
い
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

内
を
空
に
し
て
「
燃
え
な
い
ゴ

ミ
」
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
様
な
も
の
で
は
、
ス

プ
レ
ー
缶
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
も
中

を
空
に
し
な
い
と
発
火
す
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。
ス
プ
レ
ー
缶
は

必
ず
穴
を
空
け
て
、
ラ
イ
タ
ー
は

完
全
に
ガ
ス
を
抜
い
て
か
ら
「
燃

え
な
い
ゴ
ミ
」
の
日
に
出
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
生
活
環
境
係

☎
０
２
８
７―
９
２―

１
１
１
２

火
災
事
故
に
な
り
や
す
い

ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て

○
図
書
館
へ

図
書
「
二
宮
翁
夜
話
上
下
巻
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
セ
ッ
ト

　
　
　
　

岩
河
良
彦
様
（
馬
頭
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　

匿
名
（
４
３
６
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

二
万
円　

益
子
和
弘
様
（
健
武
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
37
回
）

二
万
円　

高
久
と
き
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
那
須
町
）

十
万
円　

山
田
良
一
様
（
新
町
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
へ

碁
盤
（
１
面
）

　
　
　

岡
崎
イ
ク
子
様
（
室
町
）

広報紙に広告を掲載しませんか？
掲載位置：各ページの下一段
サ　イ　ズ：縦 50㎜×横 88㎜
料　　金：２色刷　　　　　　　　１回  5,000 円～
　　　　　カラー刷（裏表紙のみ）１回 10,000 円～
　　　　　※複数月連続掲載の場合は割引あり
申込期限：掲載希望する月の初日の 40日前
　　　　　※３月 22日までに申し込まれた場合、５月号
　　　　　　から掲載可
　詳しくは企画財政課広報広聴係（☎0287－92－1114）
　までお問い合わせください。

ありがとう
ございます

寄  贈

３月末日まで入会金無料キャンペーン中！
体験授業 随時受付中！お気軽にお電話下さい。
□ 那珂川町教室　☎96－5177
　 　　　　　　　那須郡那珂川町小川2565-4
　 　　　　　　　http://www.meikogijuku.jp
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豆
撒
き
の
声
張
り
あ
げ
し
男
ぶ
り 

松　

野　
　
　
　

大
門　

正
一

大
野
焼
一
斉
に
鳥
飛
び
立
て
り 

松　

野　
　
　
　

鈴
木　

君
枝

雪
解
け
の
川
黒
ぐ
ろ
と
流
れ
去
る 

松　

野　
　
　
　

大
高　

富
美

も
の
音
の
皆
尖
り
を
り
冬
の
夜 

小　

川　
　
　
　

小
川
の
ぶ
子

枯
野
縫
ふ
那
珂
の
源
流
糸
の
ご
と 

吉　

田　
　
　
　

国
安　
　

薫

那
須
の
嶺
々
冬
将
軍
へ
ひ
れ
伏
し
ぬ 

小　

川　
　
　
　

和
泉
す
み
を

時
す
ぎ
て
も
帰
ら
ぬ
二
人
の
孫
待
て
ば
ス
キ
ッ
プ
し
な
が
ら
角
ま
が
り
来
し

 

和　

見　
　
　
　

小
高　

歌
子

あ
と
幾
度
ま
と
え
る
も
の
や
七
十
路
を
コ
ー
ト
売
場
に
た
め
ら
い
て
居
り

 

馬　

頭　
　
　
　

西
宮　

定
子

那
須
岳
に
雪
雲
被
ひ
手
を
合
わ
す
光
丸
山
に
風
花
の
舞
ふ

 

盛　

泉　
　
　
　

佐
藤　
　

茂

女
体
山
の
湧
水
ゆ
た
か
に
迸
り
ボ
ト
ル
弾
き
て
勢
い
余
る

 

馬　

頭　
　
　
　

佐
藤　

節
子

平
安
の
雅
び
ほ
の
か
に
薄
布
を
ほ
ど
け
ば
女
び
な
男
び
な
の
笑
ま
い

 

小　

川　
　
　
　

平
澤　

照
雄

百
三
歳
の
媼
の
弔
い
待
つ
部
屋
に
戯
れ
走
る
曽
孫
賴
も
し

 

小　

川　
　
　
　

古
澤　
　

實

苦
労
人
ど
ん
な
壁
で
も
乗
り
越
え
る 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

友
子

八
百
長
と
言
う
難
問
に
国
技
揺
れ 

小　

砂　
　
　
　

笹
沼　

季
子

立
春
に
心
も
冬
の
殻
を
脱
ぎ 

大
山
田
下
郷　
　

佐
藤　

有
紀

振
り
出
し
の
話
に
戻
る
三
次
会 

小　

川　
　
　
　

平
澤　

照
雄

絶
滅
を
し
た
の
か
見
え
ぬ
青
い
鳥 

薬　

利　
　
　
　

大
嶹　

克
明

難
問
の
山
を
枕
に
し
て
眠
り 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

那珂川町
図書館

『
33
人
チ
リ
落
盤
事
故
の
奇
跡
と
真
実
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

マ
ヌ
エ
ル
・
ピ
ノ
・
ト
ロ
／
著
（
主
婦
の
友
社
）

　

２
０
１
０
年
８
月
５
日
、
チ
リ
の
鉱
山
崩
落
事
故
に
よ
り
、
地
下
７
０
０
メ
ー
ト
ル

に
生
き
埋
め
に
な
っ
た
作
業
員
33
名
。
50
平
方
メ
ー
ト
ル
し
か
な
い
シ
ェ
ル
タ
ー
に
、

食
料
は
た
っ
た
２
、
３
日
分
。

　

生
存
が
絶
望
視
さ
れ
て
い
た
33
人
の
生
命
は
、
な
ぜ
助
か
っ
た
の
か
。
69
日
間
、
希

望
を
捨
て
ず
に
い
た
彼
ら
が
直
面
し
て
い
た
も
の
と
は
。
現
地
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

が
克
明
に
記
録
し
た
感
動
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

藤
田
宜
永
／
著
（
小
学
館
）

　

あ
る
富
豪
の
遺
産
の
秘
密
を
知
る
オ
ウ
ム
の
行
方
を
追
っ
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
依
頼

を
受
け
た
幼
馴
染
の
探
偵
・
三
郎
に
誘
わ
れ
て
、
こ
の
春
に
定
年
退
職
し
た
ば
か
り

の
昌
二
は
、
オ
ウ
ム
探
し
に
協
力
す
る
。

　

そ
の
過
程
で
男
た
ち
が
た
ど
っ
た
の
は
、
輝
い
て
い
た
青
春
時
代
の
思
い
出
と
、

「
人
生
最
後
の
恋
」
だ
っ
た
。

　

団
塊
世
代
を
描
い
た
作
品
で
多
数
の
フ
ァ
ン
を
持
つ
著
者
の
真
骨
頂
と
も
言
え
る
、

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
・
ミ
ス
テ
リ
ー
。

『
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
も
の
が
た
り
』

　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
バ
ー
ト
・
ス
ウ
ィ
ン
デ
ル
ズ
／
再
話　
（
岩
波
書
店
）

　

悠
久
の
ナ
イ
ル
川
に
う
る
お
さ
れ
る
大
地
に
花
ひ
ら
い
た
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
。

そ
の
時
代
に
語
ら
れ
た
物
語
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

　

世
界
を
創
り
だ
す
神
々
、
何
十
年
も
の
あ
い
だ
戦
う
男
神
、
勇
気
を
持
っ
て
困
難

に
立
ち
向
か
う
女
神
、
不
思
議
な
技
を
使
う
魔
術
師
た
ち
の
壮
大
な
冒
険
と
生
死
の

ド
ラ
マ
を
、
雄
大
に
表
現
し
た
一冊
。

◇『
あ
ん
で
ら
す
の
鐘
』　

澤
田
ふ
じ
子
／
著
（
中
央
公
論
新
社
）

◇『
き
こ
と
わ
』　

朝
吹
真
理
子
／
著
（
新
潮
社
）

◇『
四
畳
半
王
国
見
聞
録
』　

森
見
登
美
彦
／
著
（
新
潮
社
）

◇『
苦
役
列
車
』　

西
村
賢
太
／
著
（
新
潮
社
）

◇『
漂
砂
の
う
た
う
』　

木
内
昇
／
著
（
集
英
社
）

◇『
お
し
ま
い
の
デ
ー
ト
』　

瀬
尾
ま
い
こ
／
著
（
集
英
社
）

◇『
ラ
ス
ト
ラ
ン
』　

角
野
栄
子
／
著
（
角
川
書
店
）

◇『
ま
こ
と
の
人
々
』　

大
森
兄
弟
／
著
（
河
出
書
房
新
社
）

◇『
メ
サ
イ
ア
』　

高
殿　

円
／
著
（
角
川
書
店
）

◇『
ザ
ッ
ケ
ロ
ー
ニ
の
哲
学
』　

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ザ
ッ
ケ
ロ
ー
ニ
／
著
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

◇『
マ
マ
の
た
め
の
食
品
添
加
物
事
典
』　

石
川
み
ゆ
き
／
監
修
（
主
婦
の
友
社
）

『
夢
で
逢
い
ま
し
ょ
う
』

た
び

ほ
と
ば
し

め

お

う
す
ぬ
の

さ　

ん

お
う
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１
月
30
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
に
て
、

な
か
が
わ
町
民
大
学
が
開
催
さ
れ
、

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
の
柳
谷
公
民
館

長
の
豊
重
哲
郎
さ
ん
に
よ
る
「
や

る
気
を
起
こ
せ
ば
、
必
ず
奇
跡
が

起
こ
る
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

豊
重
さ
ん
の
い
る
柳
谷
（
通
称

「
や
ね
だ
ん
」）
は
、
人
口
約
３
０

０
人
の
過
疎
集
落
で
す
が
、
行
政

に
頼
ら
な
い
地
域
再
生
を
目
指
し
、

住
民
総
参
加
で
地
元
産
焼
酎
な
ど

の
独
自
商
品
を
開
発
・
販
売
し
、

そ
の
収
益
で
寺
子
屋
（
学
習
塾
）

の
開
設
や
地
区
内
全
戸
に
緊
急
警

報
装
置
を
整
備
す
る
な
ど
、
全
国

か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
「
や
ね
だ
ん
」
の
活

動
の
中
に
地
域
再
生
の
ヒ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。

　

２
月
４
日
、
馬
頭
中
学
校
で
は

立
志
式
が
行
わ
れ
、
２
年
生
91
名

と
そ
の
保
護
者
な
ど
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

郡
司
恵
一
校
長
か
ら
「
15
歳
と

い
う
の
は
、
孔
子
に
ち
な
ん
で
人

生
の
節
目
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
自
分
の
い
い
所
を
考
え
、
自

分
自
身
を
か
え
り
み
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
壇
上
に
上
が
り
、

「
一
人
一
言
宣
言
」
を
行
い
、
色
紙

に
漢
字
一
文
字
で
表
し
た
色
紙
を

掲
げ
、
自
分
の
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
鈴
木
稔
氏
に
よ
る
「
夢
を
叶
え

る
３
つ
の
秘
訣
と
は
？
」
と
題
し

た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
生
徒
の

皆
さ
ん
は
興
味
深
く
話
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
23
日
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
３
月
３
日
の
ひ
な
ま

つ
り
の
た
め
の
ひ
な
飾
り
づ
く
り

を
行
い
、
親
子
９
組
19
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
い
ろ
い
ろ
な
色
や
模

様
の
色
紙
を
使
っ
て
、
お
内
裏
様

と
お
雛
様
を
親
子
で
作
り
、
紙
皿

に
飾
り
付
け
ま
し
た
。

　

先
生
の
手
本
を
参
考
に
赤
や
青

の
色
紙
を
使
い
、
思
い
思
い
の
ひ

な
飾
り
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
皆
さ
ん
に
ひ
な
あ
ら

れ
が
配
ら
れ
る
と
、
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
は
お
い
し
そ
う
に
ほ
お

張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
25
日
、
小
川
南
小
学
校
の

６
年
生
児
童
９
名
が
長
泉
寺
を
訪

れ
、
茶
道
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
町
文
化
協
会
茶
道

部
の
森
嶋
恵
美
子
さ
ん
か
ら
「
体

験
を
通
し
て
、
茶
道
の
作
法
や
お

も
て
な
し
の
心
を
学
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
茶
道

の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
茶
道
部
の
先
生
た
ち

に
一
つ
一
つ
手
解
き
を
受
け
な
が

ら
実
際
に
茶
道
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
初
体
験

だ
っ
た
た
め
、
最
初
は
独
特
の
作

法
に
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
少

し
ず
つ
落
ち
着
い
て
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
卒
業
記
念
の
良
い
思
い

出
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

『
や
ね
だ
ん
』
講
演
会

馬
頭
中
学
校
立
志
式

小
川
南
小
学
校
児
童
が

　
　
　
　
　

茶
道
体
験

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

　
　
　
　
　
　

お
雛
さ
ま

　

２
月
25
日
、
馬
頭
小
学
校
で
ふ

れ
あ
い
技
能
体
験
学
習
を
開
催
、

６
年
２
組
の
児
童
34
名
が
落
款
づ

く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
大
金
典
夫
校
長
か
ら

「
日
本
に
は
素
晴
ら
し
い
技
術
を

持
っ
た
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
プ
ロ
の
技
術
を
学
ぶ
こ
と
で

新
し
い
発
見
を
し
て
、
こ
れ
か
ら

先
の
中
学
校
生
活
に
活
か
し
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

そ
の
後
、
７
名
の
印
章
彫
刻
技
能

士
の
方
が
講
師
と
な
り
、
児
童
た

ち
の
作
業
を
見
て
回
り
な
が
ら
指

導
し
、
児
童
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
鉄

筆
を
使
い
、
一
生
懸
命
に
石
を

彫
っ
て
い
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
落
款
は
、
卒
業
記
念

制
作
の
色
紙
に
使
わ
れ
る
そ
う
で

す
。 馬

頭
小
学
校
で
ふ
れ
あ
い

技
能
体
験
学
習
を
実
施ら

っ
か
ん
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２
月
20
日
、
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

小
川
館
で
、
風
土
記
の
丘
成
果
発
表
会
・

遺
跡
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
延
べ
１
４
７

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

成
果
発
表
会
で
は
、
中
学
生
や
歴
史
解

説
員
養
成
講
座
受
講
生
ら
が
、
当
施
設
を

利
用
し
て
体
験
や
学
習
を
行
っ
た
成
果
を

発
表
し
ま
し
た
。
小
川
中
学
校
１
年
生
の

皆
さ
ん
は
、｢

縄
文
土
器
に
つ
い
て｣｢
竪
穴

住
居
に
つ
い
て｣

な
ど
、
総
合
学
習
の
授

業
で
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ん
だ
成
果

を
グ
ル
ー
プ
毎
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

発
表
会
に
続
き
、
資
料
館
で
収
穫
し
た

古
代
米
の
試
食
や
火
起
こ
し
大
会
な
ど
を

行
い
、
午
後
の
遺
跡
発
表
会
で
は
、
那
須

官
衙
遺
跡
等
の
調
査
担
当
者
が
、
携
わ
っ

た
遺
跡
や
出
土
遺
物
に
つ
い
て
詳
し
く
解

説
し
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
27
日
、
な
す
み
な
み
若
鮎
駅
伝
競

走
大
会
及
び
小
学
生
駅
伝
競
走
大
会
が
、

大
桶
運
動
公
園
を
発
着
点
に
那
珂
川
沿
道

を
一
周
す
る
全
長
25
㎞
（
６
区
間
）
の

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
37
チ
ー
ム
が
早
春
の

八
溝
路
を
力
走
し
ま
し
た
。

当
町
か
ら
の
出
場
チ
ー
ム
の
結
果

（
な
す
み
な
み
若
鮎
駅
伝
競
走
大
会
）

３
位　

那
珂
川
町
体
育
協
会
Ａ

８
位　

那
珂
川
町
体
育
協
会
Ｂ

30
位　

那
珂
川
町
体
育
協
会
Ｃ

36
位　

吉
野
工
業
所
Ａ
Ｃ―

Ａ

（
小
学
生
駅
伝
競
走
大
会
）

【
男
子
の
部
】

５
位　

小
川
那
珂
ク
ラ
ブ
Ａ

【
年
少
の
部
】

５
位　

小
川
那
珂
ク
ラ
ブ
Ｃ

　

２
月
27
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
に
て
、
青
少
年
健
全
育

成
町
民
大
会
が
開
催
さ
れ
、
青
少
年
健
全

育
成
に
関
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
世
界
が
も
し

１
０
０
人
の
村
だ
っ
た
ら
』
の
著
者
で
貧

困
に
喘
ぐ
世
界
の
子
供
た
ち
へ
の
教
育
支

援
活
動
を
し
て
い
る
池
田
香
代
子
さ
ん
に

よ
る
講
演
で
は
、
観
客
の
皆
さ
ん
は
「
恵

ま
れ
た
環
境
に
い
る
自
分
た
ち
が
、
今
で

き
る
こ
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

○
青
少
年
育
成
功
労
者
表
彰

星
和
好
（
小
川
）、
金
子
貞
夫
（
馬
頭
）

○
優
良
子
ど
も
会
表
彰　

矢
又
子
ど
も
会

○
善
行
少
年
表
彰

小
林
沙
里
（
和
見
）、
大
金
眞
美
（
盛
泉
）

　

２
月
27
日
、
町
体
育
協
会
久
那
瀬
支
部

で
は
、
久
那
瀬
公
民
館
を
発
着
点
に
「
く

な
せ
探
検
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
探
検
は
、
手
渡
さ
れ
た
ヒ
ン
ト
を

頼
り
に
久
那
瀬
地
区
の
名
所
旧
跡
を
巡
り
、

各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー

ム
を
し
な
が
ら
、
和
牛
や
猪
肉
、
鮎
な
ど

の
地
元
食
材
を
手
に
入
れ
、
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
ま
す
。
岡
淳
一
支
部
長
か
ら
「
最
高

の
和
牛
肉
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
」
と
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
歩
き
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
と
景
色
を
楽
し
む
こ
と
で
地
域

の
魅
力
を
再
発
見
、
ゴ
ー
ル
後
は
み
ん
な

で
猪
肉
入
り
特
製
カ
レ
ー
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
食
べ
な
が
ら
、
春
の
暖
か
い
日

差
し
の
中
、
世
代
を
超
え
て
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

な
す
み
な
み
若
鮎
駅
伝
競
走

大
会
及
び
小
学
生
駅
伝
大
会

な
す
風
土
記
成
果
発
表
会

久
那
瀬
地
区
で

　

地
域
の
名
所
旧
跡
を
探
検

青
少
年
健
全
育
成
町
民
大
会
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　毎年４月と６月に町内各地で実施
している「犬の登録及び狂犬病予防
注射」は、今年は５月と６月に実施
いたします。日程の詳細は来月号で
ご案内いたしますのでよろしくお願
いいたします。
問い合わせ　住民生活課生活環境係
　　　　　　☎0287－92－1112

場所　那珂川町小川（舟戸）
　　　まほろばの湯湯親館西側
募集区画　30区画（１区画30㎡）
入園料　１区画　年5,000円
入園期間　４月１日から１年間
　　　　　（更新可）
無料で利用できる施設等
堆肥、管理機、農具、灌水用水道
入園資格
・農業への理解を深めたい方
・区画の整理ができる方
申込方法　町窓口に備え付けの入園
申込書を提出（郵送可）
申し込み・問い合わせ
農林振興課　　　☎0287－92－1113
小川庁舎総合窓口課
　　　　　　　　☎0287－96－2111

　スポーツでの思わぬ事故に備え、
保険に加入しましょう。
　５人以上の団体なら加入できま
す。
保険期間　４月１日～来年３月31日
受付期間　３月１日～来年３月30日
保険料（団体加入での１人当りの年
額）　①一般成人団体（1,600円）、②
スポーツ少年団員及びスポーツを伴
わない保護者（600円）、③スポーツ
少年団指導者及びスポーツを伴う保
護者（1,100円）、④老人クラブ（65歳
以上の団体）など（800円）
申し込み・問い合わせ
生涯学習課　☎0287－96－2116

　優良運転をされてきた皆さまから
の表彰申請を受け付けます。
申請締切　３月31日（木）
表彰の資格　過去に交通安全功労者
または優良運転者として「緑十字銅
章」以上の表彰を受けていない方
表彰の種類及び対象者　次の期間に
運転免許証を取得されている方が対
象となります。（免許証の取得年月
日により確認して下さい）
40年表彰　昭和46年３月31日以前
30年表彰　昭和55年４月１日
　　　　　　～昭和56年３月31日
20年表彰　平成２年４月１日
　　　　　　～平成３年３月31日
15年表彰　平成７年４月１日
　　　　　　～平成８年３月31日
10年表彰　平成12年４月１日
　　　　　　～平成13年３月31日
５年表彰　平成17年４月１日
　　　　　　～平成18年３月31日
申請方法　表彰申請を希望する方
は、免許証と印鑑及び申請料630円
を持参し、那珂川警察署へ申請す
る。
問い合わせ
那珂川警察署交通課・那珂川交通安
全協会　☎0287－92－0110（代）

優良運転者の表彰について

緊急人材育成支援事業
「無料パソコン教室」

平成24年の歌会始のお題
及び詠進について

不動産取引に関する
無料相談所の開設

スポーツ安全保険の加入案内

犬の登録及び
狂犬病予防注射について

手作り野菜でリフレッシュ！
「まほろば農園」入居者募集

　雇用保険を受給できない失業者に
職業訓練や生活保障を提供します。
会場　よくわかるパソコン教室大金
校
訓練期間　４月５日～ 10月４日
　　　　　（土・日は休み）
訓練時間　午前８時～ 12時30分
テキスト代　10,183円
申込期限　３月30日（水）
その他　訓練期間中に生活費の支給
（毎月10万～ 12万円）と希望者には
貸付（毎月５万～８万円）あり。
申し込み先　ハローワーク那須烏山
　　　　　　☎0287－82－2213
問い合わせ　よくわかるパソコン教
室大金校　☎0287－82－8170

　宮内庁では、宮中歌会始の詠進歌
を公募します。お題は「岸」ですが、
「海岸」「川岸」のような熟語を使用
しても差し支えありません。
詠進期間　９月30日（消印有効）
その他　詠進方法や注意事項など
は、宮内庁ホームページを参照。
宮内庁ホームページアドレス
http://www.kunaicho.go.jp/
問い合わせ　疑問な点がある場合に
は、直接、宮内庁式部職あてに、郵
便番号・住所・氏名を書き、返信用
切手を貼った封筒を添えて、９月20
日までに問い合わせて下さい。
　あて先は「〒100-8111　宮内庁式
部職」です。

日時　４月22日（金）
　　　午前10時～正午
　　　午後１時～３時
場所　栃木県不動産会館県北支部
　　　（黒磯文化会館前）
問い合わせ　
栃木県宅建協会県北支部
　　　　　　　　☎0287－62－6677

きし

　町では、窓口を利用される方
の利便性を図るため、４月から
９月までの間、試行的に下記の
とおり窓口を開設いたします。
開設日　毎月２日（第１・第３
日曜日の午前９時～午後４時ま
で）
開設場所　那珂川町役場本庁の
み
取扱業務　印鑑証明書と住民票
の交付のみ
問い合わせ　住民生活課戸籍住
民係　☎0287－92－1112

４月から休日窓口を開設
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　あなたも第九を歌ってみません
か？初心者大歓迎！

参加資格　一般町民（中学生以上）
※中高生の場合は、保護者の同意と
練習会場への送迎をお願いします。
練習日　４月から週１回（午後７時
30分～９時）の予定です。
※詳細は発会式時にお知らせしま
す。
練習会場　小川総合福祉センターあ
じさいホール、小川公民館、馬頭総
合福祉センター、馬頭山村開発セン
ター　※日によって変わります。
発表会　12月11日（日）予定
発表会会場　小川総合福祉センター
あじさいホール
曲名　交響曲第九番第四楽章
指揮　藍原寛治氏（元宇都宮高教諭）
オーケストラ　宇都宮高校オーケス
トラ部（予定）
ソリスト　県内音楽教員等
会費　大人　　　　5,000円
　　　高校生以下　1,500円
　　　（楽譜・傷害保険料など）
申込方法　参加希望者は、生涯学習
課まで住所・氏名・電話番号を連絡
の上、発会式にご参加ください。
申込締切　３月31日（木）
※第４期の会員も改めてお申し込み
ください。（電話等も可）
発会式　４月下旬に予定、会場は小
川総合福祉センターあじさいホール
その他　発会式の日程については、
申込者に改めて通知します。
問い合わせ　生涯学習課
　　　　　　  ☎  0287－96－2116
　　　　　　FAX0287－96－4545

受験資格　①昭和57年４月２日から
平成２年４月１日までに生まれた
者、②平成２年４月２日以降に生ま
れた者で大卒（見込）または同等の
資格を有する者
受付期間　４月１日～ 14日
採用予定者数　労働基準監督官Ａ
（法文系）約100名、労働基準監督官
Ｂ（理工系）約20名
第１次試験日　６月12日（日）
第２次試験日　７月20日（水）または
21日（木）の指定された日
問い合わせ　栃木労働局監督課
　　　　　　☎028－634－9115

　母子家庭の母及び寡婦の自立促進
を図り、就業援助のためにホームヘ
ルパーの養成研修を開催します。
受講会場　とちぎ男女共同参画セン
ター（宇都宮市野沢町4－1）
受講期間　５月８日から12月18日の
土曜または日曜日
受講時間　午前９時～午後５時
対象者　母子家庭の母及び寡婦
定員　30名
受講料　無料（但し、教材費8,000円
程度のほか、実習時の健康診断書料
は実費負担）
申込締切　４月８日（金）
申し込み・問い合わせ
栃木県母子寡婦福祉連合会
　　　　　　　　☎028－622－4524

日時　４月５日（火）
　　　午前10時～午後３時
場所　宇都宮市役所内　会議室
相談項目　不動産（土地・建物）の
価格、地代、家賃、借地権の価格等
問い合わせ
栃木県不動産鑑定士協会
　　　　　　　　☎028－639－0556

労働基準監督官採用試験の案内那珂川町第九を歌う会
会員募集（第５期）

訪問介護員（ホームヘルパー）
養成研修２級課程

不動産鑑定評価に関する
無料相談会の開催

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

5：30
6：00
6：30
7：00
7：30
8：00
8：30
9：00
9：30
10：00
10：30
11：00
11：30
12：00
12：30
13：00
13：30
14：00
14：30
15：00
15：30
16：00
16：30
17：00
17：30
18：00
18：30
19：00
19：30
20：00
20：30
21：00
21：30
22：00
22：30
23：00
23：30
0：00
0：30
1：00
朝まで

都合により予告なく番組を変更
する事があります。ＥＰＧでの
確認を、お願いします。

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
アグリネット
文字放送
アグリネット

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
文字放送

県政ピックアップ
クローズアップとちぎ
ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送
 

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

農林水産省気象情報（金土日除）
運び屋寄席

サイエンスCH ＴＨＥ ＭＡＫＩＮＧ
ＵＨＯフュ―チャーレスキュー

企画番組
ニュースＮ・ＴＯＷＮ
県政ピックアップ
クローズアップとちぎ

サイエンスCH ＴＨＥ ＭＡＫＩＮＧ
ニュースＮ・ＴＯＷＮ

ＮＨＫソフト

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
文字放送
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共通：３月 21 日（月・祝）、31 日（木）

３月22日（火）、28日（月）
４月４日（月）、11日（月）、

３月18日（金）、25日（金）
４月１日（金）、８日（金）、
　　15日（金）

馬頭図書館・小川図書館の休館日（３/16～４/15）

馬頭図書館休館日 小川図書館休館日

たのしい絵本と紙しばいの会
・３月17日（木）午前10：30～
・４月７日（木）午前10：30～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。

なかよしひろば
・３月17日（木）午前10：00～
　小麦粉粘土であそぼう。
・おやつ代　50円
・参加申し込み　３月13日（日）まで

春休みお楽しみ会
・３月25日（金）午前9：30～
・内容　楽しいゲーム大会
・参加申し込み　３月23日（水）まで

生け花教室
・３月19日（土）午後1：30～
　フラワーアレンジメントをしよう。
・花代　700円
・申し込み　３月13日（日）まで
　　　　　（会員以外でやってみたい方）

婦人ボランティアのおはなし会
・３月12日（土）午後2：00～
・場所　馬頭図書館　児童室
・４月２日（土）午前10：30～
・場所　小川公民館２階
おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなし
の絵本や紙しばいを読んでくれます。

・３月20日（日）午後3：00～4：00
・たのしいおはなしをたくさんのせて、おはなし
　キャラバン隊がやってきます。
　キャラバンカー見学やおはなし会、
　おみやげ付きの楽しいイベントです。

講談社おはなしキャラバン隊

「児童館」
３月16日～４月15日

のお休み

開館時間　午前９時～午後５時
☎０２８７－９６－３１０９

日 月 火 水 木 金 土
3/16 17 18 19

20 21 22 23 24
29 30 31

25 26
27 28

8 9
10 11 12 13 14 15

4/1 2
3 7

オセロ大会
・３月28日（月）午前9：30～
　今月の優勝は誰かな？
　たくさんの参加を待ってます。

パズル＆ボードゲームで遊ぼう
・４月４日（月）午前10：00～
　いろいろなパズルやボードゲーム（ブロックス、
　しょうぎなど)で楽しく遊ぼう。
　小さいお子さんも遊びに来てね。

自由に絵をかこう
・４月６日（水）午前10：00～
　好きな絵を自由にかいて児童館にかざりましょう。

お花見会
・４月10日（日）午前10：00～
　みんなで焼きそばをつくってお花見をしよう。
・参加費　100円
・参加申し込み　４月８日（金）まで

4 5 6

今
月
の
表
紙

　

２
月
３
日
の
節
分
の
日
に
、
馬
頭
北
保

育
園
で
は
、
豆
ま
き
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
園
長
先
生
か
ら
「
お
部
屋
の
中

や
心
の
中
に
い
る
悪
い
鬼
を
追
い
出
し

て
、
福
の
神
が
入
っ
て
く
る
よ
う
に
豆
ま

き
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
豆
ま
き
が
始
ま
る
と
外
か
ら

鬼
が
現
れ
、
児
童
た
ち
は
少
し
怖
が
り
な

が
ら
も
「
お
に
は
〜
そ
と
〜
」
と
鬼
を
め

が
け
て
一
斉
に
豆
を
投
げ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
み
ん
な
で
年
の
数
だ
け
豆
を

食
べ
た
り
、
恵
方
巻
き
を
食
べ
た
り
し
て

児
童
の
皆
さ
ん
は
楽
し
そ
う
で
し
た
。

馬
頭
北
保
育
園
で
豆
ま
き
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寒
さ
も
和
ら
ぎ
、
す
っ
か
り
春

め
い
て
き
ま
し
た
。
先
月
か
ら
風

土
記
の
丘
に
隣
接
す
る
民
俗
資
料

館
で
は
、
屋
根
の
萱
の
葺
き
替
え

作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

屋
根
の
材
料
と
し
て
、
萱
な
ど

の
植
物
は
今
か
ら
一
万
年
以
上
前

の
縄
文
時
代
か
ら
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
屋
根
材
に
は
萱
の
他
に
瓦

が
あ
り
ま
す
が
、
瓦
が
日
本
に
伝

わ
っ
た
の
は
今
か
ら
千
四
百
年
ほ

ど
前
の
こ
と
で
す
。『
日
本
書
紀
』

に
、
百
済
か
ら
僧
侶
や
仏
寺
造
営

の
技
術
者
が
渡
来
し
飛
鳥
寺
（
法

興
寺
）
を
造
営
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
瓦
作
り
の

技
術
者
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

屋
根
瓦
の
基
本
的
な
も
の
と
し

て
は
、
男
瓦
・
女
瓦
・
鐙
瓦
・
宇

瓦
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
屋
根
の

大
部
分
に
葺
か
れ
た
の
は
男
瓦
と

女
瓦
で
す
。
男
瓦
は
半
円
筒
形
、

女
瓦
は
反
り
の
あ
る
方
形
の
瓦
で
、

凹
面
を
上
に
向
け
た
女
瓦
の
両
側

に
男
瓦
を
伏
せ
て
用
い
ま
し
た
。

ま
た
鐙
瓦
・
宇
瓦
は
軒
先
に
用
い

る
瓦
で
、
先
端
に
文
様
を
も
つ
部

分
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
鬼
瓦
や
鴟
尾
な
ど
も
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
遺
跡
か

ら
出
土
す
る
瓦
の
多
く
は
男
瓦
・

女
瓦
で
す
。

　

男
瓦
の
製
作
方
法
は
、
ま
ず
粘

土
を
台
に
の
せ
た
円
筒
形
の
木
型

に
巻
き
つ
け
ま
す
。
型
に
は
粘
土

を
離
れ
や
す
く
す
る
為
に
、
予
め

布
を
か
ぶ
せ
て
お
き
ま
す
。
そ
の

為
、
瓦
に
布
目
が
残
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
次
い
で
、
粘
土

を
叩
き
し
め
ま
す
。
叩
き
し
め
る

際
に
、
縄
を
巻
い
た
り
、
板
の
表

面
に
格
子
目
に
刻
ん
だ
り
し
た
道

具
を
用
い
た
の
で
、
瓦
に
は
叩
き

目
も
残
り
ま
す
。
こ
う
し
た
叩
具

は
窯
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
ま
し
た
。

叩
き
し
め
た
粘
土
板
を
型
か
ら
抜

き
取
っ
て
半
分
に
割
り
、
窯
で
焼

成
し
て
完
成
で
す
。
女
瓦
も
同
様

で
す
が
、
型
は
桶
の
よ
う
な
も
の

を
用
い
、
粘
土
板
を
四
等
分
し
ま

す
。
ま
た
、
女
瓦
は
分
割
せ
ず
に

一
枚
ず
つ
作
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

那
珂
川
町
に
あ
る
、
荒
神
平
瓦

窯
跡
（
馬
頭
）
か
ら
男
瓦
と
女
瓦

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

瓦
が
ど
こ
に
供
給
さ
れ
た
の
か
調

査
当
初
は
分
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
下
野
国
分
寺
跡
か

ら
荒
神
平
瓦
窯
産
の
特
徴
を
も
つ

瓦
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

荒
神
平
瓦
窯
は
下
野
国
管
理
の
下
、

瓦
を
作
り
、
下
野
国
分
寺
ま
で
運

ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
道
具
や
製
作
技

法
の
違
い
な
ど
か
ら
、
建
物
に
葺

か
れ
た
瓦
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、

ど
の
よ
う
な
人
た
ち
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
の
か
等
、
古
代
の
窯
業
の

一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
、
私
た

ち
に
よ
り
豊
か
な
那
須
地
域
の
歴

史
を
示
し
て
く
れ
ま
す
。

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
　
　
　

学
芸
員　

川
島
明
子
）

●
巡
回
展
「
栃
木
の
遺
跡―

最
近

の
発
掘
調
査
か
ら―

」

　

３
月
21
日
（
月
・
祝
）
ま
で
開

催
中
で
す
。（
中
学
生
以
下
無
料
）

　
（
氏　

名
）　（
父
母
の
名
）（
住
所
）

五
十
嵐　

蓮　

健　

之　

矢　

又

　
　
　
　
　
　

奈
津
美

塚
原　

莉
音　

辰　

徳　

富　

山

　
　
　
　
　
　

紗　

織

笹
沼　
　

元　
　

巧　
　

小　

砂

　
　
　
　
　
　

み　

か

菊
池　

虎
冴　

尚　

貴　

小　

砂

　
　
　
　
　
　

麻　

美

水
野　

陽
右　

順　

一　

小　

川

　
　
　
　
　
　

智　

加

渡
邊　

心
珀　
　

純　
　

三　

輪

　
　
　
　
　
　

容　

子

れ
ん

は
じ
め

こ
う
が

よ
う
た

こ
は
く

り　

の

（

）

　
（
氏　

名
）　
　
（
年
齢
） 　
（
住
所
）

郡
司　

育
子　

（
79
）　

馬　

頭

山
田
八
重
子　

（
83
）　

馬　

頭

星　
　

一
夫　

（
90
）　

馬　

頭

寺
島　

只
吉　

（
77
）　

健　

武

岡　
　

二
三　

（
91
）　

久
那
瀬

小
川
ソ
ク
ヱ　

（
82
）　

松　

野

佐
藤　

邦
彦　

（
70
）　

松　

野

大
髙　

梅
男　

（
80
）　

松　

野

藤
田　

光
一　

（
85
）　

大　

内

益
子　

ハ
ル　

（
88
）　
大
山
田
下
郷

佐
藤
ナ
ミ
エ　

（
81
）　
大
山
田
下
郷

北
條　

ツ
ギ　

（
99
）　
大
山
田
上
郷

星　
　

ロ
ク　

（
95
）　

小　

川

深
澤　

幹
夫　

（
60
）　

小　

川

宮
本
き
よ
め　

（
91
）　

小　

川

豊
田
與
四
美　

（
84
）　

吉　

田

髙
瀬
ヨ
シ
イ　

（
94
）　

谷　

田

鈴
木　

德
造　

（
90
）　

白　

久

※

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　

1
月
21
日
〜
2
月
20
日

　
　
　

受
付
分　
　
　

敬
称
略

男瓦（左）・女瓦（右）（荒神平瓦窯跡出土）

な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

小
川
館
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

く
だ
らお

が
わ
ら

め
が
わ
ら

が
わ
ら

の
き

あ
ぶ
み
が
わ
ら

お
に
が
わ
ら

し　

び

こ
う
じ
ん
だ
い
ら

ふ

か
や

3月１日現在の人口
（住民基本台帳）

（－18）9，582 人 男
（－  4）9，518 人女
（－22）19，100 人計
（+  1）6，139世帯数

（　）内は前月との比較
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開館10周年・合併５周年記念　企画展
 青木コレクション展 －青木藤作と徳富蘇峰－

66

を施し、水際に座る神主と巫女が昇る朝日に向
かって祝詞を読む場面を描いています。水面と空
には銀地が残り、水平線は色の層をなして日の出
の時間を想起させます。藤作が初めて清雄を訪ね
たのは昭和５年（1930）のことで、清雄が亡く
なるまでの短い期間に深い信頼関係を築きました。
　今回の企画展では、徳富蘇峰と川村清雄の作品
を中心に藤作が収集した美術品を紹介いたします。
作品をとおして藤作の幅広い交流や芸術への関わ
りなど、その人柄を感じていただければ幸いです。

　　　　　馬頭広重美術館　学芸員　塩野目育枝

【会　　期】 ４月17日（日）まで
【開館時間】　午前９時30分～午後５時まで
　　　　　　　（但し入館は午後４時30分まで）
【休 館 日】　月曜日、祝日の翌日
【入 館 料】　大　人　　　500円（450円）
　　　　　　  高・大学生　300円（270円）
　※（ ）は20名以上の団体料金
　※70歳以上の高齢者、中学生以下は無料
　※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添い１名
　　は半額

　青木藤作（1870
～1946）に大きな
影響を与えた人物
として、徳富蘇峰
（1863～1957）

が知られています。徳富蘇峰は肥後国（熊本県）
に生まれ、熊本洋学校でキリスト教をとおして
ヨーロッパの思想に関心を寄せます。上京後は勝
海舟宅に逗留して民権論に傾倒し、明治19年
（1886）に刊行した『将来之日本』がベストセ
ラーとなり、その名を広く知られるようになりま
した。
　明治20年（1887）に徳富蘇峰が設立した民友
社から創刊された『国民之友』を読んだ青木藤作
は深い感銘を覚え、蘇峰を訪ねます。以後、生涯
にわたり交誼を結んだ徳富蘇峰から当時の文化人
や芸術家を紹介されたことでさまざまな美術品を
収集し、それらが青木コレクションの中核を形成
しました。
　川村清雄（1852～1934）の作品も蘇峰の影
響を受けて収集したと考えられます。川村清雄は
欧米で油彩画を学び、帰国後は油彩で日本の伝統
的な画題を描きました。図の「祝詞」は絹に銀箔

川村清雄「祝詞」当館蔵

和見地区「水月の景」
撮影者　岡典子さん（北向田）

和
見
地
区
「
山
紫
水
明
」

　
　
　
　

 

撮
影
者　

益
子
勝
行
さ
ん
（
大
山
田
下
郷
）

“栃木県の美しく豊か
な田園風景”を百年後
の後世にも継承してい
くための「とちぎのふ
るさと田園風景百選」
に当町の和見、松野、
片平地区の風景が選ば
れました。今月は和見
地区の写真を掲載しま
す。


